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●『島原中心市街地街づくり推進協議会』は

30年前、雲仙普賢岳災害を機に「島原の街づ

くり」を考えよう！と結成されました。

●毎年、テーマごとの研究会活動、先進地視

察や街づくり講演会を実施。様々な取り組み

を続けています。

●歴史的街並みや街なかの湧水を活かした

コンパクトな街を目指しています。

●今回、30年の歴史を振り返ります。

おかげさまで30年

2012年2月 平戸視察
車を一方通行にしたら、
歩行空間が広がるね…… 



噴火前、希望の種は蒔かれていた

1984（昭和59）年 島原市は『HOPE計画』を立てて、

島原らしい街づくりを考え始めました。

毎年、少しずつ、歴史的な街並みに調和した建物を

『まち並景観賞』で顕彰しました。

1985（昭和60）年 島原市は『名水百選』に選ばれ、

『湧水と歴史的な街並み』は島原のキーワードになり

ました。

今考えれば、災害復興がコンクリート一辺倒にならず、

「街づくり」に希望を見出したのは

先人たちの先見の明だったと言えるでしょう。



雲仙普賢岳噴火災害
噴火なんかに負けるものか！

1991（平成3）年

雲仙普賢岳噴火は島原に多く

の被害を与えました。

200年前の島原大変肥後迷惑の

再来とはならず、

『眉山』は街を守る盾となり

ました。

若者たちは危機感をもって立

ち上がりました。



島原中心市街地街づくり
推進協議会の誕生
1994（平成６）年

立ち上がった若者たちも、既存の各種団体も、

行政も一丸となって噴火災害後の島原を何と

かしようと行動を始めました。

名前は固いですが、『島原中心市街地街づく

り推進協議会』は、その名のとおり「中心市

街地の街づくり」を推進する連合体として商

店街を中心に誕生しました。

テーマ別の研究会では、活発に議論があり、

街の将来が語られました。

【発足時の研究会】

◆水頭通り研究会

◆中央公園研究会

◆（国光屋跡）核施設研究会

◆鯉の泳ぐまち地区研究会

◆森岳地区街づくり協定研究会

【現在の研究会】

◆森岳街づくり研究会 

◆中央地区活性化研究会

◆鯉の泳ぐまち地区研究会

◆文化財登録研究会

◆アーケード魅力保存研究会

◆エシカル・フェアトレード研究会



地道な活動 先進地視察や講演会
協議会活動の二本柱は、今も先進地視察と

講演会です。

先進地には、あくまで島原の参考になる事

例を選びました。参加者は進んでレポート

を提出しました。

講演会も、まさに島原をどうするかを考え

て講師を選定しました。

活動成果は報告書や提言書になりました。

噴火前HOPE計画に携わった専門家や先人た

ちのアドバイスもありました。



具体的な活動
中央公園設計コンペ
1995（平成7）年

島原市は、活動を始めた協議会と共に、さっそ

く具体的な行動に出ました。

湧水を活かす島原の街づくりの象徴として「中

央公園設計コンペ」を全国に呼び掛けました。

191件の応募作品の中から、東京の近藤一郎氏の

設計が採用され、1998年度に完成しました。

近藤氏は島原応援団として、その後も、マップ

作りになどに参画して頂いています。



具体的な活動
湧水マップの作成、

マップ片手に街歩き、

啓発パンフレット、提言、

そして街の掃除など。

2009年「竜馬と歩く島原」
郷土史家・松尾卓次先生の案内：浜の川湧水

印刷成果物については『資料室』参照



歴史的な街並みと
『湧水』を活かす

協議会は、島原の「歴史的な街並みと湧水」を

再評価し、その後30年間、色んな角度から調査

研究をしました。

津和野・柳川・飫肥・内子・臼杵・郡上八幡・

杵築・秋月・平戸～視察研修地選びにもその視点が

反映されています。視察の成果は、島原の街づくり

に反映されました。

末尾の年表や協議会ホームページでも紹介してい

ますので、ぜひご参照ください。

視察研修に参加した皆さま、ご自分の書いた

レポートも再掲していますのでご確認ください。



コンパクトな街へ
2006（平成18）年ごろ、国はまちづくり３法

を見直し、郊外に広がる街づくりを、街なかに

誘導するようになりました。

島原は元々コンパクトな街であり、

協議会の目指す方向にも一致しています。

郊外に街が広がり困っている青森の事例や、

街なかの大型店と協調し成功している佐世保市

の事例など、多くを学びました。

島原に郊外型大型店の出店はなく、街の空洞化

を防ぐ原動力となっています。

2016年
させぼ四ケ町商店街の
竹本慶三氏を招いての講演会



イオン島原店の存続
今や、大型ショッピングセンターと中心

商店街は共存するのが常識になっています。

島原でも老朽化を機にイオン島原店撤退

のうわさが流れ、私たち協議会は、存続に

向けて研究を重ね、行動しました。

消費者・主婦らも巻き込んで、2018年に

は郊外進出のイオン（大野城市）などを

視察調査しました。

それらの甲斐あって、2022年イオン島原

店は建替えられて島原中心市街地の核とし

て存続。現在に至っています。

その後イオンと協議会による『まちなか

縁JOYフェス』は賑わいを創出しています。

2025年春。まちなか縁JOYフェス。
イオン島原店再開３周年を記念して、島原出
身のKAZ・RIOSUKEの音楽ユニット《ペルピ
ンズ》と古川市長による『街づくりトーク
ショー』が開催されました。



島原市商店街連盟
会長 鹿田信雄対抗から協調へ

イオン島原店の前身はユニード島原店として1973年にオープン。続いて、寿屋島原店が1980年

にオープン。当時、大型店の進出により、特に商店街の崩壊など恐怖感が漂っており、大型店進出

に対抗して、1975年に一番街アーケード、1980年にサンシャインアーケードが出来ました。

しかし1997年、ジャスコ（現イオン）有家店がオープンし、その後も郊外店が軒並みに出店する

なかで、中心市街地の空洞化が進みました。そして2002年に寿屋が撤退し、そのあとをエレナ一番

街店（～2012年）やスーパー・キッドが頑張ってくれましたが閉店となりました。

ユニード島原店が1994年の合併に伴いダイエー島原店となった後、2015年からはイオンが引き

継ぎましたが、老朽化を理由に撤退の方針が伝えられました。

このままでは街が更に衰退すると懸念し、2016年末、推進協議会と島原市商店街連盟でイオン九

州本部（福岡）へ出向き、直接イオン存続の要望書を提出しました。そのような取り組みとイオン

の英断があって、イオン島原店存続へと動き出し、2022年春、新築オープンしました。

街なかの活性化は市民の願い。イオンが核として存続し街が賑わうよう期待します。協議会にお

いては、幅広く市民の意見を聞き、明日の島原のために頑張ってほしい。商店街として協力を惜し

まず、街なかの大型店とも協調していきます。



バリアフリーから
ユニバーサルデザインへ
障がい者にとってバリアの無いデザインは、全ての

人に優しいデザイン（ユニバーサルデザイン）である

ことが分かっています。

しかし、バリアフリーの考え方は

比較的新しく、法的には、2006（平成18）年にようや

くバリアフリー法が成立したくらいです。

協議会では、早くからバリアフリーを提唱していま

すが、まだ道半ばです。障がい者や高齢者、子供など

誰もが暮らしやすい街づくりを目指しています。 2000年：盲導犬と歩く島原



歩いて楽しく 線から面へ
私たち協議会は、2024年の視察で太宰府天満宮界隈

を訪問し、現地でお話を聴きました。

西鉄太宰府駅～天満宮～九州国立博物館のサイズ感

が、島原駅～島原城～鯉の泳ぐ街に近いことから観光

を面に広げるヒントを探りました。



30周年に思う
島原中心市街地街づくり推進協議会は、平成の島原大変（雲仙・普賢岳噴火災害）の真った

だ中、平成６年12月21日に発足しました。昨年12月で発足からちょうど30年を迎えたことか

ら、「３０周年記念誌」の発刊となりました。

これまで、噴火災害からの復興、少子・高齢化や人口減少が加速する中、大型店出店対応や

「まちの活性化」に関する取り組みなど、協議会の歴代会長、古瀬亨氏と隈部政博氏を中心と

する先達の積極果敢な活動がありました。

さらに、協議会に対しては、島原市や島原商工会議所などからのご支援のほかに、県内外の

専門家など、多くの「街づくり応援団」の先生方から様々なご提言やご指導もいただきました。

本誌と、本誌を補完する当会ホームページの「資料室」を活用しながら協議会「30年の歩

み」を振り返り、ヒントを見つけ、これからの「まち」の賑わいの創出と、「まち」のさらな

る活性化につなげていければ、と思っています。

これまでと同様、当協議会の活動に際しまして、ご支援、ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

島原中心市街地街づくり推進協議会

会長 松下英爾



街づくりにエシカルの理念を
2022年、長崎大学（山口研究室）の学生の皆さんが島原の中心商店街のコンセプトとして、

エシカル消費を推奨する「エシカル商店街」という提案をしてくれました。エシカルという言

葉を教えてもらうまで、私はエシカル消費のことを知りませんでした。エシカル消費の中心的

なものにフェアトレード商品を購入することがあるということも初めて知りました。

エシカルとは直訳すると「倫理的な」という意味になりますが、エシカル消費とは「人や地

域社会、自然環境などの持続に配慮した消費行動」を指します。わかりやすく言い換えたら

「思いやりショッピング」になると思います。

2023年、協議会では熊本市を訪れ、熊本市をアジア初のフェアトレードシティに導いた

明石祥子さんの講演をお聞きしました。

2024年、この思いやりショッピングやファアトレードのことを研究する「エシカル・フェ

アトレード研究会」を立ち上げました。エシカルやファアトレードの視点を組み込んだ、思い

やりのある街づくりを考えていきたいです。みんなで「エシカルアイランド島原」を目指して

いきませんか。

エシカル・フェアトレード研究会
峯 聡司



街づくりHP『資料室』より
30周年記念誌編纂にあたって、多くの資料を集めました。

全て紹介したい貴重な資料ばかりです。ホームページではすべての

資料を全ページ閲覧できます。ここではそのほんの一部ですが紹介

したいと思います。

1994年、協議会発足時の基礎資料。
先行するHOPE計画の集大成「まち
並景観賞10周年記念誌」も貴重。

1995年、協議会発足後最初
の視察報告書。参加者の熱
い思いが伝わってきます。

近藤一郎氏の暖かみある
スケッチが「街あるき」
を楽しくします。

ここから
お入りください

⇒



『資料室』より２

草創期のメンバーも熱かった。
金曜に仕事を終え、月曜に仕
事に戻る。寝台列車を使った
1泊4日の視察強行軍は伝説
になっています。

2002年（財）日本ナショナルトラストの
調査報告書『島原～キリシタン弾圧の痕
跡を残す町家と町なみ』は大きな話題に
なりました。

協議会は調査段階から積極的に協力。
報告書を執筆された宮澤智士教授による
講演会も実施して、その後の登録有形文
化財建物保存につながっていきました。



30年史
■視察先は何処だったのか、
▲講師の先生は誰だったのか、を
たどるだけでも興味深いと思います。







※ほぼ毎年、視察と講演会は実施しています。空白年度は記録を調べ
切れていないので記憶のある方は、事務局までお知らせください。30年史



編集後記 まちの暮らしはみんなでつくる
●30年を振り返ると、多くの先人たちの努力が分かり
ました。一冊の記念誌ぐらいではとても伝えきれません。

しかし、今はインターネット時代。過去の記録をPDF
で記録してHPに保存しました。この記念誌は、その目
次だと思ってください。

●島原城が国史跡に指定されました。島原城周りの電線
地中化と遊歩道、水頭通りの整備、アーケードの維持、
大手広場・中央公園の今後、具体的課題は山積していま
すが……

●一番大切なのはどのような街にしたいかという『まち
づくり哲学」ではないでしょうか。ハード整備だけでは
なく、今後はハート。私たちの生き方が問われています。

ご一緒に考えましょう！
あなたのご参加をお待ちしています。

ホームページを
ご覧ください



発行日：2025年（令和7年）3月31日

発行者：島原中心市街地街づくり推進協議会

事務局：島原市上の町927⁻14 森岳商店街内

2023年、熊本視察。

フェアトレードシティ熊本。 熊本

地震や火災で被災しても、くじけず立

ち上がる明石祥子さんのお話に、熱心

に耳を傾けました。
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